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	４．重点プロジェクト
	１）重点プロジェクトの設定
	（１）基本的な考え方
	・藤沢駅周辺地区の再活性化を図る上で、重要な役割を果たすとともに、地区全体への活力、にぎわい創出の波及効果や、先導的な役割を期待するプロジェクトを抽出し、「重点プロジェクト」として位置づける。
	・藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画の実現にむけ、今後、重点的、先導的に取り組むこととし、今後プロジェクト推進を図る際の方向性や可能性について、整理を行う。
	（２）重点プロジェクトの設定
	様々な事業者・主体が関わりながら都心部再生をけん引する取組をめざす「①駅周辺街区」、地区南北に広がる商店街・通りが主体となって活力再生をめざす「③にぎわい・交流」、事業が進行中の地区として新たなまちづくりにむけたモデル的役割となる「②北口駅前地区」の３プロジェクトを重点プロジェクトとして位置付ける。
	① 駅周辺街区
	・高次な都市機能の集積を図るエリアとして藤沢駅周辺地区の再生及び本市全体の活性化を先導する地区形成にむけたプロジェクト。
	・「駅街区の改良にむけた検討」や「市庁舎本館建て替えの推進」の２つの取組を中心に地区全体の活性化をめざす。
	② 北口駅前地区
	・駅北口のにぎわい活性化と産業振興を担う拠点創出とともに、新たなまちづくりの取組として地区全体の先導、モデル的な役割となるプロジェクト。
	・既成市街地である藤沢駅周辺地区において、大きく土地利用更新が進む地区である。
	③にぎわい・交流
	・地区全体の再生にむけ、駅から街へのながれを創出するための魅力形成にむけた、地域商業のにぎわい再生と交流活性化等についてのプロジェクト。
	２）駅周辺街区
	（１）地区の概況
	①駅周辺街区の位置づけ・役割
	② 現況
	③課題
	（２）駅周辺街区の充実・再生検討にむけた考え方


	①駅周辺街区の充実・再生検討をする上での視点
	② 周辺街区の活性化にむけ充実・再生を検討する区域について
	（３）駅周辺街区の充実・再生を先導するプロジェクト
	①駅街区の改良検討


	◆駅街区改良に際しての課題
	◆個別の検討・配慮について
	（４）実現にむけた検討事項

	①駅街区の改良検討・調整
	②都心部再生に資する市庁舎建て替えの検討
	③ 周辺街区再生を誘導するまちづくり検討
	３）北口駅前地区
	（１）地区の概況

	①現況
	②事業計画及び計画後について
	③北口駅前地区周辺について
	（２）将来像

	●北口駅前地区の開発により魅力・活力を創出する複合都市機能エリア～駅前の顔づくり～
	●湘南藤沢にふさわしい、品格とにぎわいのある新しい藤沢都心を印象づけるエリア
	（３）基本的な考え方
	（４）地区形成のための提案

	[地区全体]
	[道路空間]
	[土地利用]
	[周辺との繋がり]
	（５）実現にむけた検討事項

	○デザインをコントロールする仕組み／ガイドラインの検討
	○地区の中心となる道の広場づくり
	４）にぎわい・交流
	（１）概況と課題
	①概況
	②課題

	（２）にぎわい・交流形成の考え方
	①地区全体の考え方


	●通りごとの特性・魅力強化による地区全体の魅力・活気づくり
	●歩ける・憩える・時間を過ごしたくなる回遊づくり
	●通りの魅力を高めるためのエリアマネジメントの検討
	②各通りの方向性

	＜藤沢駅南側＞
	＜藤沢駅北側＞
	（３）実現に向けた考え方
	①核となるアクションプラン
	②実現にむけた検討事項


	■連続したにぎわい創出のための都市機能誘導等
	■まちを回遊し、くつろぎたくなる通りづくりへの取組
	～オープンカフェ等によるくつろぎ・にぎわい創出～
	■藤沢駅周辺の交通の考え方と連携した商業・サービス立地について
	各通り、商店街ごとの方向性及びマネジメントに対する検討
	にぎわい空間創出の先導的な取組　－公共空間におけるオープンカフェの可能性―
	通りのにぎわい・快適性の向上に資する交通環境・システムの見直し検討

